一滴の安寧
　
　
龍之介＃３２
　
　
　左足で大地を蹴り、瞬時に間合いを詰める。と同時に、腰をひねりながら右腕で剣を構え、着地する勢いを乗せて一息に振り下ろす。
「グガアアアァ！」
　傷口から血を噴きながら、モンスターが崩れ落ちる。
「ふぅ……」
　起き上がってくる気配がないのを確認し、レメディアはまだ肉を断った感触の残る右手で、額の汗をぬぐった。
（不思議な場所……）
　レメディアが辺りを見回す。「けんじゅう」という不思議な道具を使う少女が後方に控え、自分のいた世界とは違った術式の魔法が前方で炸裂する。どう見てもモンスターにしか見えないリザードマンが横で大剣を振るい、素手でモンスターと渡り合う男がママトトから出撃し、こちらへと駆けてくる。
　自分が召喚されたことも、こうして剣を振るっていることも、この周りの景色も、何もかもが夢であるかのようだった。
「うっ」
　不意に、しばらく前に傷つけられた腕が痛み出す。この異空窟を吹き抜ける風の仕業だ。ただそこにいるだけで精気を吸い取られるような、そんな感覚。初めの内はずいぶん戸惑ったものだが、今ではそれを当たり前のものとして感じるようになっていた。
「レメディアさ～んっ！」
　拡声器から、少年の声が聞こえてくる。自分を召喚し、この進撃の指揮を執るママトトの将軍、ナナスのものだ。
「ちょっと危なそうなんで、撤退して下さい」
　よく見ているな、と思う。軍隊にいたことも、接点を持ったこともないが、彼が指揮官として優秀なのだろうということは感じ取れる。戦場を見る目、指揮の的確さ、そして何より、人望が厚い。当のレメディアも、何の面識もなかったナナスのためにこうして戦っているのだ。
　確かに、ナナスの言う通り、体力をかなり消耗している。無理をすれば動けなくもないが、この風の中でモンスターと斬り結ぶのはいささかきつい。レメディアは素直に従うことにし、剣を鞘に収めた。
　すぐにママトトから一筋の光が伸び、徐々に太さを増すそれがレメディアを包み、一瞬の後に、彼女はママトトへの帰還を果たした。
　
　
　
　体力を消耗した武将達は、ナナスの発明の一つである「撤退光線」によって即座にママトト内の救護室へと転送される。手痛い傷を負った者も、ただ疲労が重なっただけの者も扱いは変わらない。ひとまずは傷や体力の回復を待ち、治った者は、自室や遊技場などの共有スペースで、出撃の声がかかるまで思い思いの時を過ごす。これが現在のママトトの進撃スタイルだった。
　手際よく包帯を巻かれたレメディアも、いつものようにベッドの上で半身を起こしながら、疲れた体を癒していた。
「いやあ、やっぱ強いねぇ……レメディアさん、だっけ？」
　突然、横から話しかけられる。見ると、同じようにベッドの上で休んでいた女武将がこちらを向いていた。記憶をたぐり、彼女がナナスから「ミュラ」と呼ばれていたことを思い出す。
「それほど……大したことは……」
　レメディアの言葉には幾分の謙遜も含まれているが、彼女の心情はほぼ言葉通りだ。「異世界の勇者」というだけあって、今ママトト軍にいる面子の戦闘力はかなりのものだ。剣技にはそこそこの自信を抱いていたレメディアだったが、ここに来て、リック、上杉謙信といった武将の剣技の冴えを目の当たりにし、自分もまだまだだと思い知った。今話しかけているミュラにも、長年の間戦場で戦って身に付けたであろう総合力の高さを幾度も垣間見たものだった。
「さっきのモンスター切り伏せたときの一撃なんて凄かったじゃないか！　腕力にそれほど違いはなさそうだし……ねえ、どういう体の使い方するんだい？」
　それからしばらく、剣技や戦い方の話をした。基本「集団」対「集団」で戦っていたミュラと、「個人」対「個人、もしくは数匹の群れ」で戦っていたレメディアの話は、お互いに興味深く、学ぶことが多かった。
　ここでもまた、レメディアは元の世界では感じなかった感覚を覚えていた。常に単独で行動し、自分の身を守るために独力で剣技を覚えてきた彼女は、カラーという狙われる種族であることもあって、人と交わることは滅多になかった。ましてや、こうして自分の持つ技術を他人と話すことなど、片手で足る程度だった。
「傷も治ったし、じゃ、私はこれで」
　ひとしきり話し終えた後、ミュラは軽く手を挙げ、救護室を後にした。その後ろ姿を見送ったレメディアは、胸の奥から広がってくるやわらかなまどろみを感じながら、静かにその眼を閉じた。
　
　
　
　翌日、救護室を出たレメディアは、静かな足取りで自室へと向かっていた。環境が変わり、話しかけられれば会話もするようになったが、もとより口数は少なく、人と話すタイプではない彼女は、出撃要請が出るまではいつも自室で過ごしていた。
　道中、食堂や遊戯室から賑やかな声が聞こえたが、心を動かされることなく、カラーの剣士は廊下を歩いていく。
「ふぃ～」
　その眼前に、男の影が一つ、廊下の角から姿を現した。どうやら、大浴場から出てきたところらしい。肩口から頭にかけて、ほのかに湯気をまとっている。
　レメディアは、その男に会うのは初めてだった。異空窟を進む内に大所帯となったママトトでは、共に戦う仲間といえども、それはさして珍しいことではない。しかも、レメディアは人前に顔を出すのを躊躇う傾向があり、それに拍車を掛けている。事実、異空窟に進撃する前から籍を置いているミュラでさえ、彼女の名前に確信が持てなかったほどなのだ。
　面識もない、しかも男性に何の用もないレメディアは、目を伏せてその前を通り過ぎる。
「おい」
　その瞬間、男に呼び止められる。
「……何か？」
　怪訝そうに、そして鋭い目つきで、レメディアが振り返る。何気ない仕草で、右手を剣の束に近づける。
「やらせろ」
　端的に、自信たっぷりに、胸を反らせんばかりに、彼は言い放った。
「は？」
　その簡潔すぎる単語を理解するのに、レメディアは一拍の時を要した。そして出てきた言葉は、らしからぬ素っ頓狂な声だった。
　だが、その間にもレメディアは足に力を込め、いつでも間合いを操れる準備を整える。
「よく見たら綺麗な女じゃないか。だからやらせろ」
　その顔は先程までと変わらず、自信に満ち溢れている。しかも、その言は論理的に成立していない。
　レメディアはさっと、彼の全身を観察する。帯剣はしているが、甲冑や装甲の類は全く着けておらず、緑色の服の下にも、鎖帷子などを着けている様子はない。体は戦士らしく引き締まっているが、圧倒的な力量差は感じなかった。
（ここでの生活が終わるのは残念だけれど……いざとなったら……）
　全身に緊張を走らせる。
「ん？」
　その臨戦態勢を知ってか知らずか、その男はレメディアの顔をしげしげと見る。
「なんだ、更によく見たらカラーじゃないか」
「なっ！」
　レメディアが瞬時に後方へ飛び退く。胸が高鳴っている。
（油断した……まさかこの世界にカラーを知っている人間がいるなんて……もしかして、同じ世界の……？）
　剣の束を握りながら、動揺を落ち着かせる。同じ事は幾度も言われた。言葉にされるのはまだマシな方で、額のクリスタルを見た瞬間、紳士的だった瞳が欲望に汚れるのも、何度となく見てきた。
　だが、フードを脱いだ状態でこの世界に召喚された際にも、それから戦場に出た際にも、額のクリスタルに単純な興味を示されることはあっても、「カラー」という単語は聞かれず、接し方が変わることもなかった。だから、ここにカラーを知る者はいない。そう思い込んでいたのだ。
「カラーを知っている……あなたは何者？　私と同じ世界から来たの？」
　緊張を込めた声で、レメディアが尋ねる。
「俺様はランス様だ。元の世界が一緒かどうかなぞ知らん」
　腰に手を当て、鼻息荒く答える。
「あなたは……カラーがどういう種族か、知っているの？」
　もしかしたら、世界が違えば種族としての外見は同じでも違う点があるのかも知れない。そう思いながら、質問を重ねる。
「俺様も本物を見たのは君で二人目だからなぁ……噂で聞いただけなんだが……とりあえず、全員美人！　しかも年を取らない！」
（これだから男は……）
　レメディアの目が鋭さを増す。どうやら、彼のいた世界でもその点は同じらしい。
「そういえば、一度やると額のクリスタルが青……」
　一瞬間の内に、タンッ、という子気味いい音と、ヒュッ、という空気を切り裂く音が鳴った。
「う、うぉっ！」
　驚きに目を見張るランスの喉元には、レメディアが抜いた剣の切っ先が突きつけられている。
「やはり、あなたも……！」
　レメディアの目は怒りに震えている。どこに行っても、別の世界でも、カラーはその身体とクリスタルを狙われる存在なのか。このランスという男も、それを狙う薄汚い下衆でしかないのか。レメディアは切っ先を向けた男を睨みつけながら、ぐっと奥歯を噛みしめた。
「ま、まあ、とりあえず落ち着こう。うん。いきなり人に剣を突きつけるのはよくないぞ」
　震えた声を出しながら、ランスが後ずさる。
「クリスタル欲しさにカラーの命を弄ぼうとする輩が何を言う！」
　声が怒気を孕む。
「お、俺はただやりたいだけ……」
　焦りながらの弁明も、レメディア、そしてカラーにとっては同じ事だった。
「くっ……」
　レメディアが唇を噛む。こんなことで、この充実感に満ちた場所から、元の、この目の前の下衆のような者ばかりの世界に戻らなくてはならないのか。悔しさと名残惜しさにきつく目をつむった。その時だった。
「こらっ、ランス君何やってるのっ！」
　その声はレメディアの後ろから聞こえてきた。
「お、おおっ！　レイラさん！」
「……あなたは？」
　ランスは驚きと共に喜びの声を上げ、レメディアはひとまず剣を鞘に収め、振り返る。「私は……元の世界の肩書きは要らないわね。レイラ・グレクニー。よろしく、レメディアさん」
　そう言って、姿勢良く一礼する。
「久し振り、ランス君」
　そして、ランスにはウィンクで挨拶をする。
「私の名前を……知っているの？」
　ランスの知り合いらしいその女性に、レメディアは緊張感を維持したまま尋ねる。
「ええ。とんでもなく強い女剣士がいるって、結構評判よ。私は好きでよく出撃の間で戦況を見てるけど、際立っているもの。それで、ナナスさんに名前を聞いたのよ」
　レメディアがレイラの全身を見遣る。腰に差した細身の剣としなやかな体は、彼女もまた剣を生業としていることを示している。そして、実用的でありながらも随所に装飾の施された黄金色の鎧から、身分の高い者に使える身であることが窺える。
「で、ランス君？」
　レイラが、たしなめるような目をしながらランスに向き直る。
「え？　怒られるの俺？　剣突きつけられてたのに？」
　自分を指さしながらランスが目を見開く。
「状況を一目見ただけで分かるわよ。どうせまた、やらせろだの、セックスしようだの言ったんでしょう？　もう……ホントにしょうがないんだから……」
　呆れたように溜め息をつく。
「いや……だって……ほら……」
「ランス君？　人間の女の子にも勿論だけど、カラーの女性にその発言はダメよ。どれだけ悲しい歴史があったか、知らないわけじゃないでしょ？　今だって状況は変わってないんだし、子供みたいに誰彼構わずそういうこと言わないの」
　言い訳を始めようとするランスを遮って、レイラが言葉をかぶせる。
「だって……カラーって、あのおっかないハンティしか知らないし……」
「ランス君！」
　それでもまだブツブツと口にするランスを、レイラが一喝する。
「あー！　分かった分かった！　悪かった！」
　ランスが半ば怒鳴るように言い放つ。
「相手が違うでしょ？」
「むー」
　レイラのたしなめるような言葉に、ランスがレメディアに体を向ける。
「すまん！　悪かった！　もう言わん！」
　頭を下げずにそう言うと、ぷいっと顔を逸らす。
　
　伝声管からナナスの声が聞こえた。
「ランスさ～ん、準備が整い次第、出撃の間までお願いします！」
「ほら、呼んでるわ。行った行った」
　レイラがランスの背中を押し、彼は廊下の奥へと消えていく。
「許してあげて」
　レメディアに振り返ったレイラは、優しく、少し申し訳なさそうな声でそう言った。
「……………」
「誰に対してもああなの。クリスタルに魔力を宿して奪おうだなんて、全然考えてないから」
　その言葉にレメディアが無言で頷く。
「それでも、女性に対する発言としてよくないのはよくないんだけど、あの子のあれは悪気はない……というか……しょうがない……というか、まあ、子供の口癖、みたいなものだと思って」
　レイラの言葉には、レメディアに、そしてランスに対しての気遣いも感じられる。優しい人なのだろう。そう思う。
「……分かった」
　呟くように、一言口にする。
「ありがと。またランスに何か言われたら、私に言って。きつ～くお仕置きするから」
「……ええ」
　レメディアが短く返し、自室へと足を向ける。
「あ、レメディアさん！」
　その背中を、レイラが呼び止める。
「これから、どうするの？　何かすることある？」
「いいえ……」
　自室で休むつもりだったことを告げる。
「それなら、私の部屋に来ない？　ミュラと話でもしようってことになってて……一緒にどう？」
　レメディアが少しの間思案する。
「ええ」
　ほんの少しだけ表情をゆるめて、彼女は頷いた。
　
　
　
　数刻の後、彼女は自室のベッドの上でまどろみの中にいた。薄らいでいく意識の中、安心して眠りにつける喜びと、カラーを、自分を理解し、時に守ってくれる者がいることの幸せを、同時に感じていた。
（もう少し……ここにいよう）
　レメディアはそっと目を閉じる。
　
　一滴の安寧がぽつりと彼女の心に落ち、人に抱かれる温もりのように、彼女の全身に広がり、包み込んでいった。
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